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ご
挨
拶 

 

東
御
市
文
化
協
会
長 

小
池 

孝
雄 

 
盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

四
月
の
総
会
で
会
長
を
拝
命
し
て
早
三
月
。
も
と
よ
り
そ
の

器
で
は
な
く
、
甚
だ
心
許
な
い
も
の
で
す
が
、
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
事
業
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
当
文
化
協
会
は
昨
年
、
庄
村
茂
会
長
の
も
と
、
事
務
局

業
務
の
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Js
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
移

管
と
い
う
大
仕
事
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
は
、
皆
様
の
活
動
に
支

障
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
の
み
な
ら
ず
、
Js
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、
よ
り
変
化
の
あ
る
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
副
次
効
果
も
見
え
隠
れ
し

て
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
県
は
、「
長
野
県
民
は
地
域
に
根
付
く
学
び
の
風
土

と
自
主
自
立
の
県
民
性
を
有
し
て
い
る
。｣

と
い
い
ま
す
。
東
御

市
に
お
い
て
も
こ
の
県
民
性
が
発
揮
さ
れ
、
地
域
や
公
民
館
事

業
、
自
主
グ
ル
ー
プ
、
伝
承
芸
能
保
存
な
ど
、
多
く
の
人
び
と
が

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
文
化
協
会
に
は
、
こ
の
県
民
性
を
発
揮

で
き
る
場
、
と
い
う
面
も
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

先
人
の
歩
み
を
讃
え
、｢

会
員
で
よ
か
っ
た
。｣

と
思
え
る
文
化

協
会
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
ま
ち
の
い
た
る
と
こ
ろ

笑
顔
に
満
ち
、
み
な
生
き
生
き
し
て
い
る
、
そ
ん
な
文
化
が
香
り

立
つ
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平
成
30
年
度
東
御
市
文
化
協
会
総
会 

4
月
19
日
に
東
御
市
文
化
協
会
総
会
が
来

賓
を
は
じ
め
加
盟
団
体
23
部
会
の
各
グ
ル
ー
プ

の
代
表
者
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

新
役
員
の
報
告
承
認
に
お
い
て
は
、
会
長
に

小
池
孝
雄
さ
ん
と
副
会
長
に
赤
堀
峰
晴
さ
ん
、

顧
問
に
庄
村
茂
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
功
労
賞
は
、
カ
ラ
オ
ケ
部
会
前
会

長
を
歴
任
さ
れ
た
小
林
泉
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
感
謝
状
は
、
前
会
長
の
高
藤
俊
幸
さ
ん
、
前

副
会
長
の
柄
澤
志
津
子
さ
ん
、
前
監
事
の
直
井

千
鶴
子
さ
ん
、
幹
事(

広
報
委
員)

の
中
山
芳
祐

さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

議
事
に
移
り
、
第
3
号
議
案
に
お
い
て
、
東

御
市
文
化
協
会
事
務
局
が
中
央
公
民
館
内
か
ら

文
化
会
館
内
に
変
わ
る
な
ど
、
文
化
協
会
規
約

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り
説
明
さ
れ
、

出
席
者
の
拍
手
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
第
３
号
で
新
規
加
盟
３
グ
ル
ー
プ
の
紹

介

が

さ

れ

ま
し
た
。 

 

 

写
真
は
、

総
会
で
挨
拶

を
す
る

Js

文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
増
田

理
事
長
と
事

務
局
担
当
の

島

田

さ

ん

（
左
） 

 

                 

会 
 

 
 

長 

小
池 

孝
雄 

 

副

 

会

 

長

 

赤
堀 

峰
晴 

 

副

 

会

 

長

 

依
田 

啓
子 

 

会 
 

 
 

計 

一
之
瀬
好
子 

 

顧 
 

 
 

問 

庄
村 

 

茂 

監 
 

 
 

事 

山
浦 

隆
子 

監 
 

 
 

事 

渡
邉 

洋
子 

幹
事
長(

広
報
委
員
長) 

天
野
泰
二
郎 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

庄
村 

 

茂 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

太
田 

光
弘 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

成
山 

喜
枝 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

堀
内
セ
イ
子 

絵

画

部

会

 

片
田 

清
子 

 

写

真

部

会

 

滝
沢 

詳
治 

 

書

道

部

会

 

栗
原 

陽
子 

 

彫

刻

部

会

 

宮
本 

範
一 

 

民

謡

部

会

 

船
田 

利
明 

 

舞

踊

部

会

 

小
松 

久
子 

 

詩

吟

部

会

 

上
條 

 

巌 

 

合

唱

部

会

 

関 
 

文
彦 

 

華

道

部

会

 

松
本 

房
子 

 

茶

道

部

会

 

一
之
瀬
好
子 

 

手

芸

部

会

 

田
中
富
貴
子 

 

工

芸

部

会

 

小
林 

俊
子 

 

園

芸

部

会

 

依
田 

啓
子 

 

 

短
詩
型
文
学
部
会 

栗
原 

陽
子 

 

陶

芸

部

会

 

成
澤 

衛
男 

 

音

楽

部

会

 

川
上 

貞
子 

 

ダ

ン

ス

部

会 

福
島 

睦
子 

 

棋

道

部

会

 

寺
島 

義
昭 

 

文
芸
創
作
部
会 

太
田 

光
弘 

 

邦

楽

部

会

 

山
口
由
美
子 

 

料

理

部

会

 

清
水 

美
幸 

 

カ
ラ
オ
ケ
部
会 

藤 
 

勝
也 

 

教

養

部

会

 

成
山 

喜
枝 

平成 30 年度 東御市文化協会役員（常任理事）名簿 

文化協会報 せせらぎ 
第 37 号  since 1984  

平成 30年 7月１日 発行/東御市文化協会/℡ 0268-62-3700／http://tomi-bunkakyoukai.jp/ 

http://tomi-bunkakyoukai.jp/


                                   東御市文化協会報 

 2  

せせらぎ/No.37 

  
木
彫
り
士 
近
喰
和
夫
氏
と
そ
の
弟
子
た
ち
展

（
き
つ
つ
き
会
）開
催 

平
成
30
年
4
月
22
日
（
日
）
23
日
（
月
）

の
２
日
間
、
東
御
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て

「
木
彫
り
士 

近
喰
和
夫
氏
と
そ
の
弟
子
た

ち
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
喰
先
生
と
指

導
を
受
け
て
き
た
お
弟
子
さ
ん
た
ち
が
、こ
れ

ま
で
に
作
成
し
た
作
品
200
点
以
上
を
一
堂
に

集
め
て
の
作
品
展
。
現
在
は
7
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
都
合
で
今
は
活
動
を
休
ん
で
い

る
元
会
員
の
作
品
や
遺
作
も
展
示
さ
れ
、近
喰

先
生
の
指
導
の
あ
ゆ
み
の
よ
う
な
作
品
展
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
作
品

が
多
く
、肝
心
の
近
喰
先
生
の
作
品
が
控
え
め

に
展
示
さ
れ
て
い
て
謙
虚
な
近
喰
さ
ん
の
お

弟
子
さ
ん
想
い
が
伺
え
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も

本
職
の
職
人
さ
ん
の
商
品
と
思
え
る
そ
れ
は

工
芸
店
で
見
て
い
る
よ
う
な
力
作
ば
か
り
で

し
た
。
会
員
の
ひ
と
り
は
「
い
つ
も
仕
上
げ
は

先
生
の
手
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
て
も
ら
い
素
晴

ら
し
い
作
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
」
と

の
こ
と
。
昨
年
度
ま
で
近
喰
先
生
は
永
年
に
わ

た
り
指
導
者
と
部
会
長
と
グ
ル
ー
プ
長
を
務

め
て
き
ま
し
た
が
、
部
会
長
の
座
を
退
き
指
導

者
の
み
努
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
宮
本
範
一
さ
ん（
グ
ル
ー
プ
の
中
で

は
若
手
）
に
部
会
長
（
グ
ル
ー
プ
長
）
を
交
代

し
農
民
美
術
（
上
田
獅
子
等
）
で
栄
え
た
木
彫

の
魅
力
を
継
承
し
つ
つ
新
し
い
息
吹
を
吹
き

込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。 

大
自
然
で
育
っ
て
き
た
樹
木
に
手
を
加
え
、

ノ
ミ
や
彫
刻
刀
で
彫
り
込
む
こ
と
で
新
た
な

命
を
よ
み
が
え
さ
せ
る
木
彫
。作
者
の
想
い
が

加
わ
る
と
同
じ
素
材
か
ら
そ
の
特
徴
を
生
か

し
つ
つ
そ

れ
ぞ
れ
違

っ
た
感
情

を
表
現
さ

せ
る
。
そ

ん
な
無
限

の
可
能
性

を
も
つ
木

彫
の
世
界

に
挑
戦
し

て
み
ま
せ

ん
か
。 

活
動
は
、
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日
、
午
後

1
時
～
4
時
ま
で
中
央
公
民
館
1
階
で
行

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

き
つ
つ
き
会 

連
絡
先
は 

0
9
0-
5
42
2
-
56
4
4 

宮
本
範
一 

ま
で 

 
 
 
 
 
 
 

取
材 

広
報
委
員 

天
野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講
義
室
で
生
け
花
展 

場
所
は
東
御
市
中
央
公
民
館
の
講
義
室
。講

演
会
や
会
議
用
に
作
ら
れ
た
講
義
室
で
4
月

29
日(

日)

30
日(

月)

の
2
日
間
、
花
展
が
開

か
れ
ま
し
た
。そ
う
い
う
部
屋
で
の
生
け
花
展

を
見
る
の
は
初
め
て
！
い
っ
た
い
ど
う
い
う

展
示
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。部
屋
に
入

っ
て
び
っ

く
り
！
部

屋
の
後
方

に
向
か
っ

て
高
く
な

っ
て
い
く

机
に
、
花

園
の
よ
う

に
置
か
れ

た
作
品
。

こ
の
企
画

を
さ
れ
た

の
は
東
御
市

文
化
協
会
華

道
部
の
部
会

長
で
あ
り
小

原
流
グ
ル
ー

プ
の
指
導
者

で
あ
る
松
本

房
子
先
生
。

会
場
内
は
パ

ネ
ル
の
仕
切
り
が
な
く
す
べ
て
が
見
渡
せ
る

配
置
で
そ
れ
ぞ
れ
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
生

か
し
つ
つ
、
全
体
の
融
合
を
は
か
り
「
花
の
あ

る
暮
ら
し
」を
演
出
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。 

 

客
席
部
分
の
生
け
花
は
、松
本
先
生
が
ご
指

導
な
さ
っ
て
い
る
総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
も
毎
年
出
品
し
て
い
る
こ
ど
も
教
室
の

子
供
た
ち
が
、同
じ
素
材
を
使
っ
て
思
い
思
い

の
生
け
方
で
演
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

ど
も
教
室
の
卒
業
生
も
大
勢
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う

で
し
た
。
さ
ら

に
講
義
室
を

囲
ん
で
い
る

ま
わ
り
ロ
ー

カ
に
も
工
夫

が
さ
れ
て
い

て
来
場
者
を

最
後
の
最
後

ま
で
花
で
包

み
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

こ
ど
も
教
室
で
生
け
花
を
習
っ
た
子
供
た

ち
。大
人
た
ち
と
一
緒
に
参
加
し
た
花
展
の
経

験
が
、
い
つ
し
か
ま
た
、
生
け
花
に
親
し
も
う

と
言
う
心
の
芽
生
え
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

取
材 

広
報
委
員 

天
野 

 
 

グ
ル
ー
プ
活
動
の
紹
介 
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活
動
を
振
り
返
っ
て 

 
1
月 
せ
せ
ら
ぎ
第
36
号
発
行 

新
春
書
き
初
め
大
会 

2
月 

第
9
回
彩
明
会
会
員
展 

3
月 

第
39
回
舞
踊
発
表
会 

第
14
回
書
道
部
会
会
員
展 

第
18
回
み
ま
き
絵
画
会
作
品
展 

4
月 

棋
道
部
会 

 

大
田
区
と
の
交
流
囲
碁
大
会 

東
御
市
総
合
写
真
展 

平
成
30
年
度
文
化
協
会
総
会 

6
月 

書
道
部
会 

香
東
会
書
展 

東
御
市
長
杯
囲
碁
大
会 

 

詩
吟
部
会 

聖
風
流
東
部
吟
道
会
発
表
会 

第
27
回 

東
御
市
邦
楽
部
会
発
表
会 

第
39
回 

民
謡
部
会
発
表
会 

 

文
化
協
会
イ
ベ
ン
ト
情
報 

 

第
11
回 

音
楽
部
会
発
表
会 

お
ら
ほ
の
町
の
音
楽
会 

 
 
 
 
 

 
 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

 

日
時
／ 

７
月
8
日(

日)

午
後
1
時
よ
り 

場
所
／ 

文
化
会
館
ロ
ビ
ー 

参
加
団
体
／
ピ
チ
カ
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 
 
 
 

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

エ
オ
リ
ア 

 
 
 
 

あ
う
ん 

 
 
 
 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 

Ｔ
Ｎ
Ｓ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

□問
音
楽
部
会
長 

川
上
☎

62-

２
３
４
４ 

 

第
29
回 

文
化
協
会
長
杯
囲
碁
大
会 

日
時
／
7
月
29
日(

日) 
午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 
（
受
付
午
前
9
時
） 

場
所
／
中
央
公
民
館 

参
加
費
／
会
員
1000
円
・
一
般
1500
円 

(

女
性･

高
校
生
以
下
500
円) 

賞
品
多
数
あ
り 

昼
食
は
用
意
し
ま
す 

□問
棋
道
部
会
長 

寺
島
☎

62-

２
９
１
９ 

 

第
23
回 

カ
ラ
オ
ケ
部
会
発
表
会 

日
時
／
8
月
26
日(

日) 

 
 

開
場 

午
前
9
時 

開
演 

午
前
9
時
20
分 

 

場
所
／
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル 

□問
カ
ラ
オ
ケ
部
会
長 

藤 

勝
也 

☎

25-

３
８
７
９ 

 

第
68
回 

東
御
美
術
会
会
員
展 

日
時
／ 

9
月
10
日(

月)

～
16
日(

日)  

午
前
9
時
～ 

午
後
5
時 

（
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
・ 

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
） 

場
所
／ 

文
化
会
館
展
示
室 

□問
東
御
美
術
会 

庶
務
係 

安
保(

あ
ぼ) 

☎

64-

９
０
０
１ 

 

写
団
Ｓ
Ｆ
Ｃ 

第
22
回 

 

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
写
真
展 

日
時
／ 

9
月
17
日(

月)

～
23
日(

日) 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
6
時 

（
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で
） 

場
所
／ 

文
化
会
館
展
示
室 

 

□問
サ
ト
ウ
カ
メ
ラ
☎

62-

０
１
２
４ 

 第
28
回 

「
コ
ト
ヒ
ラ
杯
」
囲
碁
大
会 

日
時
／
9
月
30
日(

日) 

午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 

（
受
付
午
前
9
時
） 

場
所
／
中
央
公
民
館 

参
加
費
／
会
員
1000
円
・
一
般
1500
円 

(

女
性･

高
校
生
以
下
500
円) 

賞
品
多
数
あ
り 

昼
食
は
用
意
し
ま
す 

□問
棋
道
部
会
長 

寺
島
☎

62-

２
９
１
９ 

 

第
15
回 
東
御
市 

総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

日
時
／
11
月
3
日(

土) 

午
前
9
時
～  

 
 
 
 
 
 
 

4
日(

日)

午
後
4
時 

場
所
／
中
央
公
民
館 

第
15
回 

東
御
市
短
詩
型
文
学
祭 

日
時
／
11
月
3
日(

土) 

午
後
1
時
～ 

場
所
／
中
央
公
民
館 

講
義
室 

 

□問
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
実
行
委
員
会 

 
 

事
務
局(

中
央
公
民
館
内)

☎

64-

５
８
８
５ 

 

第
35
回 

Ｔ
Ｎ
Ｓ
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

定
期
演
奏
会 

 

日
時
／
11
月
17
日(

土) 

開
場 

午
後
6
時 

 
 
 
 
 

開
演 

午
後
6
時
30
分 

場
所
／
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル 

 

□問
大
塚 

 
 

☎

62-

３
６
５
８ 

 

第
34
回 

支
部
長
杯
囲
碁
大
会 

日
時
／
11
月
25
日(

日) 

午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 

（
受
付
午
前
9
時
） 

場
所
／
中
央
公
民
館 

参
加
費
／
会
員
1000
円
・
一
般
1500
円 

(

女
性･

高
校
生
以
下
500
円) 

 
 

 
 

賞
品
多
数
あ
り 

昼
食
は
用
意
し
ま
す 

□問
棋
道
部
会
長 

寺
島
☎

62-

２
９
１
９ 

 

 

第
15
回 

東
御
市
合
唱
祭 

日
時
／ 

12
月
9
日(

日) 

開
場 

午
後
0
時
30
分 

 
 
 
 
 

開
演 

午
後
1
時 

場
所
／
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル 

□問
合
唱
部
会
事
務
局 

土
屋
☎

62-

２
５
５
８ 
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文
化
協
会
事
務
局
移
管
に
つ
い
て 

 

文
化
協
会
事
務
局
が
平
成
30
年
4
月
よ
り

東
御
市
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
Js

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

本
格
的
に
業
務
が
移
管
さ
れ
る
ま
で
の
当
面

の
間
、
各
種
受
付
及
び
問
い
合
わ
せ
は
従
来
通

り
の
東
御
市
中
央
公
民
館
で
も
行
な
い
ま
す
。 

    

文
化
協
会
広
報
「
せ
せ
ら
ぎ
」
は
、
今
号
よ

り
年
2
回
の
発
行
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

文
化
協
会
の
活
動
内
容
を
よ
り
早
く
紹
介
出

来
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
催
し
物
情
報
を
掲

載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
会
報
の
編
集

に
つ
き
ま
し
て
も
業
者
の
手
を
借
り
ず
に
広

報
委
員
会
内
部
で
行
な
う
事
で
、
納
期
短
縮
と

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
手
段
と
し
て
今
号
の
印

刷
は
ネ
ッ
ト
印
刷
を
採
用
し
て
み
ま
し
た
。 

 

広
報
委
員 

天
野
泰
二
郎
（
舞
踊
部
会
） 

庄
村 

 

茂
（
合
唱
部
会
） 

太
田 

光
弘
（
文
芸
創
作
部
会

） 

成
山 

喜
枝
（
教
養
部
会
） 

堀
内
セ
イ
子
（
手
芸
部
会
） 

 

東御市文化協会活動内容の紹介 
部 会 名 活   動   内   容 グループ数 

絵 画 部 会  水彩画 油彩画 6 

写 真 部 会  写真 4 

書 道 部 会  書道 俳画 5 

彫 刻 部 会  彫刻 1 

民 謡 部 会  民謡 三味線 相撲甚句 唄 尺八 15 

舞 踊 部 会  舞踊 （９流派） 22 

詩 吟 部 会  詩吟 6 

合 唱 部 会  女声合唱 混声合唱 男声合唱 8 

華 道 部 会  華道（4流派） 4 

茶 道 部 会  茶道 5 

手 芸 部 会  パッチワーク 布リフォーム 洋裁・小物作り 4 

工 芸 部 会  レザークラフト フラワーアレンジメント トールペイント  

ステンドグラス 表具 籐手芸 ちぎり絵 パッチワーク ビーズ 

8 

園 芸 部 会  草花造り 家庭菜園 2 

短詩型文学部会 短歌 俳句 川柳 現代詩 5 

陶 芸 部 会  陶芸 5 

音 楽 部 会  ジャズバンド ハーモニカ フルート リコーダー ポップス 5 

ダ ン ス 部 会  フォークダンス 手話ダンス 社交ダンス フラダンス 健康体操 

HIPHOPストリートダンス パドル体操 ダンス  HIPHOPジャズ 

23 

棋 道 部 会  囲碁 1 

文芸創作部会 大型紙芝居 英語サロン シャーロック・ホームズ研究  3 

邦 楽 部 会  大正琴 琴 鼓 太鼓 長唄三味線 11 

料 理 部 会  パン作り 1 

カラオケ部会 カラオケ 18 

教 養 部 会  パソコン お手玉 3 

編
集
後
記 

活動内容の詳細や加盟グループの問い合わせ、加入についてのお問い合わせは、東御市文化協会事務局

（0268-62-3700 東御市文化会館 島田 または 0268-64-5885中央公民館 生涯学習課社会教育・公民館

係）まで、お願いします。 

 


